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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

浮き子式流量計の流量を監視するための装置であって、

流量範囲を上限値および下限値により設定するための二つの限界値設定部と、

該限界値設定部により設定された流量範囲と浮き子との位置関係の表示を制御する制御部

と、

および該制御部により制御されて該位置関係の表示を行なう表示部とを備えてなり、

該各限界値設定部には発光部ならびにこれに対応する受光部であるところの受発光部が流

量計の管長手方向に二対設けられており、

該受発光部の発光部と受光部は本装置使用時において流量計の管を挟んで対向するよう配

置されており、

該制御部は、該各限界値設定部に備えられた二つの受光部における遮光発生のパターンを

判別するパターン判別部と、これによる判別に基づき該表示部の動作制御を行なう表示制

御部とを備えており、

該パターン判別部は、該二つの受光部のうちより流量範囲内に近い一方における遮光が発

生し、その後他方における遮光が発生した場合を警報表示の必要なパターンとし、一方、

該二つの受光部のうちより流量範囲内に遠い一方における遮光が発生し、その後他方にお

ける遮光が発生した場合は警報表示しないパターンと判別するように形成されており、

かかる構成により、設定された流量範囲外へと流量が変化する際には異常とし、一方、一

旦限界を逸脱した流量が正常な範囲に戻る流量変化の際には異常としない
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こ と を 特 徴 と す る 、 流 量 計 監 視 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

前 記 受 発 光 部 は 浮 き 子 に よ る 遮 光 発 生 の 有 無 を 信 号 と し て 前 記 制 御 部 に 送 り 、 該 制 御 部 は

、 遮 光 発 生 信 号 の 受 信 に よ り 前 記 表 示 部 を 動 作 さ せ る 制 御 を 行 な う こ と を 特 徴 と す る 、 請

求 項 １ に 記 載 の 流 量 計 監 視 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

前 記 限 界 値 設 定 部 は 流 量 計 の 管 長 手 方 向 に 滑 動 か つ 固 定 可 能 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴

と す る 、 請 求 項 １ 、 ２ の い ず れ か に 記 載 の 流 量 計 監 視 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

前 記 表 示 部 で は 視 覚 表 示 、 聴 覚 表 示 、 ま た は そ の 双 方 に よ る 表 示 が な さ れ る こ と を 特 徴 と

す る 、 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ の い ず れ か に 記 載 の 流 量 計 監 視 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

前 記 表 示 部 で は 視 覚 表 示 、 聴 覚 表 示 、 ま た は そ の 双 方 に よ る 表 示 が な さ れ 、 ま た 前 記 上 限

値 を 超 え た 際 の 表 示 と 下 限 値 を 超 え た 際 の 表 示 は 区 別 し て な さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請

求 項 ４ に 記 載 の 流 量 計 監 視 装 置 。

【 請 求 項 ６ 】

前 記 限 界 値 設 定 部 、 前 記 制 御 部 、 お よ び 前 記 表 示 部 は 筐 体 に よ り 一 体 に 形 成 さ れ て い る こ

と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ の い ず れ か に 記 載 の 流 量 計 監 視 装 置 。

【 請 求 項 ７ 】

仕 様 の 異 な る 二 以 上 の 流 量 計 に 対 し て 装 着 可 能 な 装 着 構 造 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る

、 請 求 項 ６ に 記 載 の 流 量 計 監 視 装 置 。

【 請 求 項 ８ 】

流 量 計 に 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ 、 ６ 、 ７ の い ず れ か に 記 載 の 流 量 計 監 視 装 置 を 取 付 け

、 前 記 限 界 値 設 定 部 を 滑 動 さ せ て 所 望 の 管 上 位 置 に 固 定 す る こ と に よ り 行 な う こ と を 特 徴

と す る 、 流 量 計 監 視 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 流 量 計 監 視 装 置 お よ び 流 量 計 監 視 方 法 に 係 り 、 特 に 、 医 療 機 関 に お け る 酸 素 流

量 計 な ど 、 流 量 の 監 視 ・ 管 理 が 重 要 な 分 野 に お け る 流 量 計 監 視 装 置 等 に 関 す る も の で あ る

。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 医 療 機 関 に お い て 酸 素 流 量 計 は 、 呼 吸 療 法 か ら 人 工 心 肺 な ど の 補 助 循 環 装 置 に 広 く 用 い

ら れ て い る 。 こ れ は 、 人 工 心 肺 な ど の 心 臓 も し く は 呼 吸 の 機 能 不 全 に 陥 っ た 重 症 患 者 に 使

用 す る こ と も あ り 、 こ の よ う な 現 場 に お け る 使 用 に 際 し て は 酸 素 の 流 量 の 監 視 、 管 理 が 重

要 で あ る 。 そ の た め 、 酸 素 供 給 に 加 え て 流 量 を 実 測 し 、 流 量 的 に 危 険 な 場 合 に は ア ラ ー ム

を 作 動 さ せ る 装 置 も 市 販 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 流 量 計 の 管 理 技 術 に 関 し て は 従 来 、 技 術 的 な 提 案 も 多 く な さ れ て い る 。 た と え ば 後 掲 特

許 文 献 １ に は 、 計 測 す る 流 体 の 流 量 が 予 め 定 め ら れ た 任 意 の 流 量 範 囲 内 に あ る か 否 か を 検

知 で き る 流 量 計 と し て 、 上 下 端 が そ れ ぞ れ 蓋 に よ り 密 閉 さ れ て い て 中 に フ ロ ー ト が 備 え ら

れ た テ ー パ 管 に 、 そ の 上 蓋 を 貫 通 し て 上 下 動 可 能 に 上 部 メ カ ス ト ッ パ が 設 け ら れ 、 下 蓋 を

貫 通 し て 上 下 動 可 能 に 下 部 メ カ ス ト ッ パ が 設 け ら れ 、 上 部 メ カ ス ト ッ パ の 下 端 よ り わ ず か

に 低 い 上 下 位 置 に は 第 １ 光 学 セ ン サ が テ ー パ 管 に 近 接 し て 設 け ら れ 、 下 部 メ カ ス ト ッ パ の

上 端 よ り わ ず か に 高 い 上 下 位 置 に は 第 ２ 光 学 セ ン サ が テ ー パ 管 に 近 接 し て 設 け ら れ て い る

構 成 が 開 示 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】
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【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ６ ７ ５ １ １ 号 公 報 「 流 量 計 測 器 具 お よ び そ れ を 用 い た 基

板 処 理 装 置 」

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 上 述 の 通 り 、 酸 素 供 給 に 加 え て 流 量 を 実 測 し 、 流 量 が 危 険 な 場 合 に は ア ラ ー ム を 作 動 さ

せ る 流 量 計 測 装 置 も 市 販 さ れ て は い る が 、 こ れ は 、 一 般 的 に 広 く 流 通 し 用 い ら れ て い る 流

量 計 と 比 較 し て 高 額 で あ る 。 一 方 、 広 く 提 供 さ れ て い る よ り 安 価 な 流 量 計 は 監 視 機 能 を 備

え て お ら ず 、 比 較 的 軽 微 な 酸 素 療 法 な ど の 軽 症 例 を 中 心 に 多 く 使 用 さ れ て い る 。 し か し 、

こ の タ イ プ の 流 量 計 で も そ の 流 量 監 視 ・ 管 理 が 必 要 な 場 合 は 当 然 な が ら あ る 。 だ が 、 医 療

機 関 に お い て 用 い る 全 て の 流 量 計 を 高 額 な 警 報 機 能 付 き の も の で 賄 う こ と は 、 経 済 面 か ら

も 現 実 的 で は な い 。 こ の よ う な 安 価 な 流 量 計 を 、 必 要 な 時 に だ け 監 視 機 能 付 き に で き れ ば

便 利 で あ る 。 こ れ は 、 医 療 分 野 や 酸 素 流 量 計 の み な ら ず 、 流 量 計 全 般 に お い て 言 え る こ と

で あ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 そ こ で 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 か か る 従 来 技 術 の 問 題 点 を な く し 、 酸 素 流 量

計 な ど の 流 量 計 使 用 時 に お い て 、 必 要 な 場 合 に の み こ れ を 監 視 機 能 付 き と す る こ と の で き

る 技 術 を 提 供 す る こ と で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 願 発 明 者 は 上 記 課 題 に つ い て 検 討 し た 結 果 、 既 存 の 監 視 機 能 が な い タ イ プ の 流 量 計 に

脱 着 可 能 な 監 視 装 置 の 構 成 に 想 到 し た 。 そ し て 、 必 要 な 場 合 に は 酸 素 流 量 計 な ど の 流 量 計

に 取 付 け て 流 量 を 監 視 で き 、 ま た 任 意 の 許 容 流 量 範 囲 を 設 定 で き て そ の 範 囲 を 逸 脱 し た 際

に は 視 覚 的 あ る い は 聴 覚 的 な 表 示 に よ っ て 警 報 を 発 報 で き る 装 置 と す る こ と に よ っ て 解 決

で き る こ と を 見 出 し 、 こ れ に 基 づ い て 本 発 明 を 完 成 す る に 至 っ た 。 す な わ ち 、 上 記 課 題 を

解 決 す る た め の 手 段 と し て 本 願 で 特 許 請 求 さ れ る 発 明 、 も し く は 少 な く と も 開 示 さ れ る 発

明 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 〔 １ 〕 　 浮 き 子 式 流 量 計 の 流 量 を 監 視 す る た め の 装 置 で あ っ て 、 流 量 範 囲 を 上 限 値 お よ

び 下 限 値 に よ り 設 定 す る た め の 二 つ の 限 界 値 設 定 部 と 、 該 限 界 値 設 定 部 に よ り 設 定 さ れ た

流 量 範 囲 と 浮 き 子 と の 位 置 関 係 の 表 示 を 制 御 す る 制 御 部 と 、 お よ び 該 制 御 部 に よ り 制 御 さ

れ て 該 位 置 関 係 の 表 示 を 行 な う 表 示 部 と を 備 え て な り 、 該 各 限 界 値 設 定 部 に は 発 光 部 な ら

び に こ れ に 対 応 す る 受 光 部 で あ る と こ ろ の 受 発 光 部 が 流 量 計 の 管 長 手 方 向 に 二 対 設 け ら れ

て お り 、 該 受 発 光 部 の 発 光 部 と 受 光 部 は 本 装 置 使 用 時 に お い て 流 量 計 の 管 を 挟 ん で 対 向 す

る よ う 配 置 さ れ て お り 、 該 制 御 部 は 、 該 各 限 界 値 設 定 部 に 備 え ら れ た 二 つ の 受 光 部 に お け

る 遮 光 発 生 の パ タ ー ン を 判 別 す る パ タ ー ン 判 別 部 と 、 こ れ に よ る 判 別 に 基 づ き 該 表 示 部 の

動 作 制 御 を 行 な う 表 示 制 御 部 と を 備 え て お り 、 該 パ タ ー ン 判 別 部 は 、 該 二 つ の 受 光 部 の う

ち よ り 流 量 範 囲 内 に 近 い 一 方 に お け る 遮 光 が 発 生 し 、 そ の 後 他 方 に お け る 遮 光 が 発 生 し た

場 合 を 警 報 表 示 の 必 要 な パ タ ー ン と し 、 一 方 、 該 二 つ の 受 光 部 の う ち よ り 流 量 範 囲 内 に 遠

い 一 方 に お け る 遮 光 が 発 生 し 、 そ の 後 他 方 に お け る 遮 光 が 発 生 し た 場 合 は 警 報 表 示 し な い

パ タ ー ン と 判 別 す る よ う に 形 成 さ れ て お り 、 か か る 構 成 に よ り 、 設 定 さ れ た 流 量 範 囲 外 へ

と 流 量 が 変 化 す る 際 に は 異 常 と し 、 一 方 、 一 旦 限 界 を 逸 脱 し た 流 量 が 正 常 な 範 囲 に 戻 る 流

量 変 化 の 際 に は 異 常 と し な い こ と を 特 徴 と す る 、 流 量 計 監 視 装 置 。

　 〔 ２ 〕 　 前 記 受 発 光 部 は 浮 き 子 に よ る 遮 光 発 生 の 有 無 を 信 号 と し て 前 記 制 御 部 に 送 り 、

該 制 御 部 は 、 遮 光 発 生 信 号 の 受 信 に よ り 前 記 表 示 部 を 動 作 さ せ る 制 御 を 行 な う こ と を 特 徴

と す る 、 〔 １ 〕 に 記 載 の 流 量 計 監 視 装 置 。

　 〔 ３ 〕 　 前 記 限 界 値 設 定 部 は 流 量 計 の 管 長 手 方 向 に 滑 動 か つ 固 定 可 能 に 形 成 さ れ て い る

こ と を 特 徴 と す る 、 〔 １ 〕 、 〔 ２ 〕 の い ず れ か に 記 載 の 流 量 計 監 視 装 置 。
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【 ０ ０ １ ０ 】

　 〔 ４ 〕 　 前 記 表 示 部 で は 視 覚 表 示 、 聴 覚 表 示 、 ま た は そ の 双 方 に よ る 表 示 が な さ れ る こ

と を 特 徴 と す る 、 〔 １ 〕 、 〔 ２ 〕 、 〔 ３ 〕 の い ず れ か に 記 載 の 流 量 計 監 視 装 置 。

　 〔 ６ 〕 　 前 記 表 示 部 で は 視 覚 表 示 、 聴 覚 表 示 、 ま た は そ の 双 方 に よ る 表 示 が な さ れ 、 ま

た 前 記 上 限 値 を 超 え た 際 の 表 示 と 下 限 値 を 超 え た 際 の 表 示 は 区 別 し て な さ れ る こ と を 特 徴

と す る 、 〔 ４ 〕 に 記 載 の 流 量 計 監 視 装 置 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 〔 ６ 〕 　 前 記 限 界 値 設 定 部 、 前 記 制 御 部 、 お よ び 前 記 表 示 部 は 筐 体 に よ り 一 体 に 形 成 さ

れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 〔 １ 〕 、 〔 ２ 〕 、 〔 ３ 〕 、 〔 ４ 〕 、 〔 ５ 〕 の い ず れ か に 記 載

の 流 量 計 監 視 装 置 。

　 〔 ７ 〕 　 仕 様 の 異 な る 二 以 上 の 流 量 計 に 対 し て 装 着 可 能 な 装 着 構 造 を 備 え て い る こ と を

特 徴 と す る 、 〔 ６ 〕 に 記 載 の 流 量 計 監 視 装 置 。

　 〔 ８ 〕 　 流 量 計 に 〔 １ 〕 、 〔 ２ 〕 、 〔 ３ 〕 、 〔 ４ 〕 、 〔 ５ 〕 、 〔 ６ 〕 、 〔 ７ 〕 の い ず れ

か に 記 載 の 流 量 計 監 視 装 置 を 取 付 け 、 前 記 限 界 値 設 定 部 を 滑 動 さ せ て 所 望 の 管 上 位 置 に 固

定 す る こ と に よ り 行 な う こ と を 特 徴 と す る 、 流 量 計 監 視 方 法 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 の 流 量 計 監 視 装 置 お よ び 流 量 計 監 視 方 法 は 上 述 の よ う に 構 成 さ れ る た め 、 こ れ ら

に よ れ ば 、 酸 素 流 量 計 な ど の 流 量 計 使 用 時 に お い て 、 必 要 な 場 合 に の み こ れ を 監 視 機 能 付

き と す る こ と が で き る 。 つ ま り 本 発 明 装 置 は 、 こ れ ま で 既 に 多 く 流 通 し て い る 安 価 な 既 存

の 流 量 計 に 、 脱 着 可 能 に 簡 便 に 設 置 す る こ と が で き 、 流 量 計 の 流 量 を 監 視 し 、 か つ 流 量 が

設 定 範 囲 を 超 え る 危 険 な 場 合 に は そ の こ と を 表 示 、 警 報 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、

監 視 ・ 警 報 機 能 付 き の 高 価 な 流 量 計 を 用 い る 必 要 が な く 、 既 存 の 安 価 な 流 量 計 を 利 用 し て

監 視 ・ 表 示 （ 警 報 ） 機 能 を 実 現 す る こ と が で き る 。 ま た 主 な 利 用 分 野 と し て は 医 療 分 野 を

想 定 す る が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 流 量 監 視 や 警 報 が 望 ま し い あ ら ゆ る 流 量 計 に 対 し て 本 発

明 は 適 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 医 療 分 野 に お け る 本 発 明 の 使 用 例 と し て は 、 特 に 集 中 的 に 監 視 を 要 す る 期 間 や 、 集 中 的

に 監 視 を 要 す る 対 象 患 者 へ の 対 応 と し て 、 酸 素 流 量 計 な ど の 流 量 計 を 高 価 な ア ラ ー ム 付 き

の も の に 替 え る こ と な く 、 既 存 の 流 量 計 に 監 視 装 置 が 必 要 な 期 間 だ け 簡 便 に 設 置 す る 、 と

い う 使 い 方 が で き る 。 医 療 機 関 で 多 使 用 さ れ る 酸 素 流 量 計 に 本 発 明 の 監 視 警 報 装 置 を 併 用

で き る こ と は 、 医 療 安 全 に 大 い に 寄 与 す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 た と え ば 、 Ｉ Ｃ Ｕ な ど で 人 工 心 肺 補 助 を 行 う 際 は 、 長 期 間 に 亘 っ て 人 工 肺 に 酸 素 を 供 給

す る こ と が な さ れ る が 、 本 発 明 装 置 を 用 い る こ と に よ っ て そ の 流 量 変 化 を 適 切 に 監 視 し 、

一 定 流 量 範 囲 を 逸 脱 し た 際 に は 警 報 を 得 、 対 処 す る こ と が で き る 。 重 症 患 者 に お い て は 人

工 心 肺 に ほ と ん ど の 呼 吸 循 環 を 依 存 し て い る 状 態 が 多 く 、 流 量 監 視 す る 意 義 は 生 命 維 持 目

的 に お い て も 非 常 に 大 き い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 さ ら に 本 発 明 装 置 は 、 人 工 心 肺 な ど へ の 酸 素 供 給 時 の 流 量 監 視 だ け で な く 、 移 動 時 な ど

に 使 用 す る 酸 素 ボ ン ベ な ど に も 設 置 が 可 能 で あ り 、 ボ ン ベ の 空 を 知 ら せ る 監 視 装 置 と し て

も 広 く 使 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 設 定 さ れ た 流 量 範 囲 か ら の 浮 き 子 の 逸 脱 は 、 聴 覚 的 、 ま た は 視 覚 的 な

表 示 と し て 表 示 さ れ る た め 、 浮 き 子 の 位 置 を 目 視 で 確 認 す る 必 要 が な く 、 よ り 迅 速 に か か

る 警 報 を 認 識 す る こ と が で き る 。 ま た 、 限 界 値 設 定 部 に 受 光 部 が 二 つ 設 け ら れ て い る 構 成

の 本 発 明 流 量 計 監 視 装 置 に よ れ ば 、 受 発 光 部 が ２ 対 用 い ら れ る こ と に よ っ て 誤 作 動 が 軽 減

さ れ 、 流 量 設 定 範 囲 を 逸 脱 し た か 否 か を よ り 高 精 度 に 感 知 し 、 表 示 ・ 警 報 す る こ と が で き
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る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ま た 、 本 発 明 装 置 で は 、 取 付 け 対 象 で あ る 既 存 の 流 量 計 の 内 部 に 侵 入 す る こ と な く 、 外

部 か ら 取 付 け る だ け で 監 視 が 可 能 で あ る 。 こ の よ う に 流 量 計 本 体 内 部 に 侵 入 し な い た め 、

流 量 計 と し て の 機 能 を 何 ら 損 な う こ と な く 、 流 量 の 監 視 ・ 表 示 が 可 能 で あ る 。 こ こ で 、 流

量 計 と し て の 機 能 と は 、 た と え ば 酸 素 流 量 計 で あ れ ば 酸 素 供 給 で あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 ま た 、 仕 様 の 異 な る 二 タ イ プ 以 上 の 流 量 計 に 対 し て 装 着 可 能 な 装 着 構 造 を 備 え た 構 成 の

本 発 明 流 量 計 監 視 装 置 に よ れ ば 、 メ ー カ ー の 相 違 な ど に よ っ て 仕 様 の 異 な る 複 数 の 流 量 計

に 対 し て 取 付 可 能 で あ り 、 汎 用 性 が あ っ て 便 利 で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 ま た 、 流 量 範 囲 を 上 限 値 お よ び 下 限 値 に よ り 設 定 す る た め に 限 界 値 設 定 部 が 二 つ 設 け ら

れ た 構 成 の 本 発 明 装 置 に お い て 、 上 限 値 を 超 え た 際 の 表 示 と 下 限 値 を 超 え た 際 の 表 示 （ ア

ラ ー ム 音 等 ） が 区 別 さ れ る 構 成 の 本 発 明 装 置 に よ れ ば 、 上 限 値 、 下 限 値 の い ず れ が 範 囲 を

逸 脱 し た か の 判 断 が 極 め て 容 易 で あ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

【 図 １ 】 本 発 明 流 量 計 監 視 装 置 の 基 本 構 成 を 概 念 的 に 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 流 量 計 監 視 装 置 の 限 界 値 設 定 部 の 滑 動 作 用 を 概 念 的 に 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 流 量 計 監 視 装 置 に お け る 遮 光 信 号 生 成 作 用 を 概 念 的 に 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 受 光 部 が 二 つ 設 け ら れ て い る 本 発 明 流 量 計 監 視 装 置 の 構 成 を 概 念 的 に 示 す 説 明 図

で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ４ の （ ａ ） に 示 し た 構 成 例 を 用 い て 制 御 部 内 構 成 を 含 む 本 発 明 流 量 計 監 視 装 置

例 を 概 念 的 に 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 ５ に 示 す 流 量 計 監 視 装 置 に お け る 遮 光 発 生 の 状 態 を 概 念 的 に 示 す 説 明 図 で あ る

。

【 図 ７ 】 遮 光 発 生 の パ タ ー ン 例 を 表 で 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 限 界 値 設 定 部 が 二 つ 設 け ら れ た 本 発 明 流 量 計 監 視 装 置 の 構 成 を 概 念 的 に 示 す 説 明

図 で あ る 。

【 図 ９ 】 実 施 例 酸 素 流 量 計 監 視 装 置 の 筐 体 構 造 を 示 す 説 明 図 で あ る （ 前 蓋 を 外 し た 状 態 ）

。

【 図 １ ０ 】 実 施 例 酸 素 流 量 計 監 視 装 置 の 筐 体 構 造 を 示 す 説 明 図 で あ る （ 前 蓋 を 填 め た 状 態

） 。

【 図 １ １ 】 実 施 例 酸 素 流 量 計 監 視 装 置 の 外 観 を 示 す 写 真 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 実 施 例 酸 素 流 量 計 監 視 装 置 の 酸 素 流 量 計 へ の 取 付 け 状 態 を 示 す 写 真 図 で あ る 。

【 図 １ ３ 】 実 施 例 酸 素 流 量 計 監 視 装 置 の ア ラ ー ム 発 報 状 態 を 示 す 写 真 図 で あ る 。

【 図 １ ４ 】 実 施 例 酸 素 流 量 計 監 視 装 置 の 制 御 回 路 図 で あ る 。

【 図 １ ５ 】 実 施 例 酸 素 流 量 計 監 視 装 置 の 浮 き 子 セ ン サ 回 路 図 で あ る 。

【 図 １ ６ 】 実 施 例 酸 素 流 量 計 監 視 装 置 の 表 示 部 回 路 図 で あ る 。

【 図 １ ７ 】 実 施 例 酸 素 流 量 計 監 視 装 置 の 外 観 の 正 六 面 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ １ 】

　 以 下 、 図 面 に よ り 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る 。

　 図 １ は 、 本 発 明 流 量 計 監 視 装 置 の 基 本 構 成 を 概 念 的 に 示 す 説 明 図 で あ る 。 図 示 す る よ う

に 本 流 量 計 監 視 装 置 １ ０ は 、 浮 き 子 式 流 量 計 ２ ０ の 流 量 を 監 視 す る た め の 装 置 で あ っ て 、

流 量 範 囲 を 設 定 す る た め の 少 な く と も 一 つ の 限 界 値 設 定 部 ３ と 、 限 界 値 設 定 部 ３ に よ り 設

定 さ れ た 流 量 範 囲 と 浮 き 子 ２ １ と の 位 置 関 係 の 表 示 を 制 御 す る 制 御 部 ５ と 、 お よ び 制 御 部

５ に よ り 制 御 さ れ て 位 置 関 係 の 表 示 を 行 な う 表 示 部 ８ と を 備 え て な り 、 限 界 値 設 定 部 ３ に

は 少 な く と も 一 つ の 発 光 部 １ な ら び に こ れ に 対 応 す る 少 な く と も 一 つ の 受 光 部 ２ （ 受 発 光

部 １ ２ ） が 設 け ら れ て お り 、 受 発 光 部 １ ２ の 発 光 部 １ と 受 光 部 ２ は 本 装 置 １ ０ 使 用 時 に お
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い て 流 量 計 ２ ０ の 管 ２ ３ を 挟 ん で 対 向 す る よ う 配 置 さ れ て い る こ と を 、 主 た る 構 成 と す る

。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 流 量 範 囲 を 設 定 す る た め の 限 界 値 設 定 部 ３ は 、 図 で は 一 つ の み が 設 け ら れ た 例 を 示 し た

が 、 こ れ は 複 数 で あ っ て も よ い 。 一 つ の み を 設 け る 例 は 、 流 量 の 上 限 ま た は 下 限 の い ず れ

か を 設 定 す れ ば よ い 場 合 に 対 応 す る 。 ま た 二 つ 設 け る 例 （ 後 述 、 図 ８ ） は 、 流 量 の 上 限 お

よ び 下 限 の 双 方 を 設 定 す る べ き 場 合 に 対 応 す る 。 医 療 分 野 で 用 い ら れ る 酸 素 流 量 計 に 本 発

明 装 置 を 適 用 す る 場 合 は 後 者 に 該 当 す る 。 な お 、 図 １ ～ ７ を 用 い た 以 降 の 説 明 は 、 限 界 値

設 定 部 が 一 つ の み 設 け ら れ た 例 に 即 し て 行 う が 、 本 発 明 が こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く

、 複 数 の 限 界 値 設 定 部 を 設 け る 場 合 に も 該 当 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 限 界 値 設 定 部 ３ に よ り 設 定 さ れ た 流 量 範 囲 と 浮 き 子 ２ １ と の 位 置 関 係 の 表 示 を 制 御 す る

制 御 部 ５ と し て は 、 適 宜 の 演 算 処 理 手 段 を 用 い る こ と が で き る 。 ま た 、 制 御 部 ５ に よ り 制

御 さ れ て 位 置 関 係 の 表 示 を 行 な う 表 示 部 ８ と し て は 、 視 覚 表 示 （ 視 覚 に よ り 認 識 さ れ る 表

示 ） 、 聴 覚 表 示 （ 聴 覚 に よ り 認 識 さ れ る 表 示 ） の 少 な く と も い ず れ か を 好 適 に 用 い る こ と

が で き る 。 こ れ ら の 表 示 は 認 識 に 便 利 な 手 段 だ か ら で あ る 。 な お 、 両 タ イ プ の 表 示 を 併 用

す る 構 成 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 限 界 値 設 定 部 ３ に 設 け ら れ る 受 発 光 部 １ ２ は 、 少 な く と も 一 つ の 発 光 部 １ 、 な ら び に こ

れ に 対 応 す る 少 な く と も 一 つ の 受 光 部 ２ を 備 え て 構 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 発 光 部 １ 、 受 光

部 ２ と も に 、 そ れ ぞ れ 一 つ の み で も 、 あ る い は 複 数 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 発 光 部 と 受 光

部 の 数 が 同 じ で あ る 必 要 も な い 。 た と え ば 、 発 光 部 １ は 一 つ の み で こ れ に 対 応 す る 受 光 部

２ は 二 つ 以 上 が 設 け ら れ る 構 成 、 発 光 部 １ と こ れ に 対 応 す る 受 光 部 ２ が と も に 一 つ で あ る

構 成 、 同 じ く と も に 二 つ で あ る 、 つ ま り 二 対 で あ る 構 成 、 さ ら に 三 対 以 上 で あ る 構 成 も 、

み な 本 発 明 の 範 囲 内 で あ る 。 な お 受 発 光 部 の 構 成 例 に つ い て は さ ら に 後 述 す る （ 図 ４ 以 降

） 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 か か る 構 成 の 本 発 明 流 量 監 視 装 置 １ ０ は 、 こ れ を 浮 き 子 式 流 量 計 ２ ０ に 対 し て 用 い る 場

合 に お い て 、 発 光 部 １ と 受 光 部 ２ と が 、 浮 き 子 ２ １ が 内 部 に 収 容 さ れ た 流 量 計 ２ ０ の 管 ２

３ を 挟 ん で 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ た 状 態 と な る 。 受 発 光 部 １ ２ が 設 け ら れ て い る 限 界 値

設 定 部 ３ は 、 浮 き 子 ２ １ の 上 限 位 置 ま た は 下 限 位 置 の 少 な く と も い ず れ か 一 方 を 設 定 す る

た め に 用 い ら れ る 。 か か る 設 定 に よ り 、 流 量 範 囲 が 設 定 さ れ る 。 こ の よ う な 設 定 を 行 う た

め に 限 界 値 設 定 部 ３ は 、 流 量 計 ２ ０ の 管 ２ ３ 長 手 方 向 に 滑 動 か つ 固 定 可 能 に 形 成 さ れ て い

る こ と と す る 。 か か る 構 成 に よ り 、 管 ２ ３ 上 の 所 望 の 設 定 位 置 に 限 界 値 設 定 部 ３ を 滑 動 さ

せ て そ こ に 固 定 さ せ 、 流 量 範 囲 、 お よ び 表 示 部 ８ に よ る 警 報 表 示 を 行 う べ き 限 界 点 を 自 在

に 設 定 す る こ と が で き る 。 な お 図 ２ は 、 本 発 明 流 量 計 監 視 装 置 の 限 界 値 設 定 部 の 滑 動 作 用

を 概 念 的 に 示 す 説 明 図 で あ る 。 図 中 、 符 号 Ｓ に よ り 滑 動 を 示 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 限 界 値 設 定 部 ３ に よ り 設 定 さ れ た 流 量 範 囲 と 浮 き 子 ２ １ と の 位 置 関 係 は 、 追 っ て 詳 述 す

る 受 発 光 部 １ ２ の 作 用 に よ っ て 検 知 さ れ 、 信 号 と し て 発 せ ら れ る 。 当 該 信 号 は 制 御 部 ５ に

お い て 処 理 さ れ 、 限 界 値 設 定 部 ３ に よ り 設 定 さ れ た 流 量 範 囲 と 浮 き 子 ２ １ と の 位 置 関 係 の

表 示 の 制 御 が な さ れ 、 か か る 制 御 に よ り 表 示 部 ８ で は 、 当 該 位 置 関 係 の 表 示 が な さ れ る 。

な お 本 装 置 １ ０ は 、 設 定 さ れ た 限 界 を 逸 脱 し た 際 に 特 別 に な さ れ る 表 示 を 特 徴 と す る も の

だ が 、 か か る 特 別 な 表 示 が な さ れ て い な い 状 態 は 、 設 定 さ れ た 限 界 を 逸 脱 し て い な い こ と

を 表 示 す る 。 し た が っ て 、 上 記 特 別 の 表 示 が な さ れ て い な い 状 態 も ま た 、 表 示 が な さ れ て

い る と 言 え る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 図 ３ は 、 本 発 明 流 量 計 監 視 装 置 に お け る 遮 光 発 生 信 号 生 成 作 用 を 概 念 的 に 示 す 説 明 図 で

あ る 。 図 示 す る よ う に 本 装 置 １ ０ は 、 浮 き 子 ２ １ に よ る 受 発 光 部 （ １ ２ ） に お け る 遮 光 発

生 の 有 無 を 信 号 と し て 制 御 部 （ 図 示 せ ず ） に 送 り 、 制 御 部 は 遮 光 発 生 信 号 の 受 信 に よ り 表
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示 部 （ 図 示 せ ず ） を 動 作 さ せ る 制 御 を 行 な う 構 成 と す る こ と が で き る 。 つ ま り 、 受 発 光 部

（ １ ２ ） と 浮 き 子 ２ ３ と の 位 置 関 係 に 基 づ く 遮 光 の 有 無 が 、 本 装 置 １ ０ の 作 用 の 基 本 で あ

る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 示 す る 例 で は 、 限 界 値 設 定 部 ３ に は 一 つ の 発 光 部 １ な ら び に 管 ２ ３ を 挟 ん で こ れ に 対

応 す る 一 つ の 受 光 部 ２ （ 合 わ せ て 、 受 発 光 部 １ ２ ） が 設 け ら れ て お り 、 図 中 （ ａ ） に 示 す

浮 き 子 ２ ３ が 発 光 部 １ と 受 光 部 ２ と の 間 に 介 在 し な い 状 態 で は 、 発 光 部 １ か ら 照 射 さ れ た

光 Ｌ は 遮 光 さ れ ず に 受 光 部 ２ に 到 達 し 、 受 光 さ れ る 。 す な わ ち 、 こ の 時 に は 遮 光 発 生 信 号

は 生 成 し て い な い 。 し た が っ て 制 御 部 は 、 視 覚 表 示 な ど 表 示 部 を 動 作 さ せ る 制 御 を 行 わ ず

、 表 示 部 に は 視 覚 表 示 な ど の 表 示 が な さ れ な い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 一 方 、 図 中 （ ｂ ） に 示 す 浮 き 子 ２ ３ が 発 光 部 １ と 受 光 部 ２ と の 間 に 介 在 す る 状 態 で は 、

発 光 部 １ か ら 照 射 さ れ た 光 Ｌ は 遮 光 さ れ 、 受 光 部 ２ に 到 達 せ ず 、 受 光 さ れ な い 。 す な わ ち

、 こ の 時 に は 遮 光 発 生 信 号 が 生 成 し て い る 。 し た が っ て 制 御 部 は 、 視 覚 表 示 な ど 表 示 部 を

動 作 さ せ る 制 御 を 行 い 、 表 示 部 に は 視 覚 表 示 な ど の 表 示 が な さ れ る 。 な お 、 発 光 部 １ と 受

光 部 ２ は 、 そ の 間 に 浮 き 子 ２ ３ が 介 在 す る こ と に よ っ て 遮 光 が 発 生 す る よ う な 仕 様 に 構 成

さ れ る こ と は 言 う ま で も な い 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 図 ４ は 、 受 光 部 が 二 つ 設 け ら れ て い る 本 発 明 流 量 計 監 視 装 置 の 構 成 を 概 念 的 に 示 す 説 明

図 で あ る 。 流 量 計 監 視 装 置 ３ １ ０ （ 図 中 （ ａ ） ） 、 ４ １ ０ （ 図 中 （ ｂ ） ） と し て 示 す よ う

に 、 本 流 量 計 監 視 装 置 は 、 そ の 限 界 値 設 定 部 ３ ３ 、 ４ ３ に 、 使 用 時 に お け る 流 量 計 ２ ０ の

管 ２ １ 長 手 方 向 に 受 光 部 が 二 つ 設 け ら れ て い る 構 成 と す る こ と が で き る 。 （ ａ ） の 例 で は

発 光 部 も 二 つ 設 け ら れ 、 発 光 部 ３ １ ａ と 受 光 部 ３ ２ ａ 、 発 光 部 ３ １ ｂ と 受 光 部 ３ ２ ｂ 、 二

対 の 発 光 部 ̶ 受 光 部 か ら 受 発 光 部 ３ １ ２ が 構 成 さ れ て い る 。 つ ま り 受 発 光 部 ３ １ ２ は 、 一

つ の 発 光 部 ３ １ ａ 等 と 一 つ の 受 光 部 ３ ２ ａ 等 と が 対 に な っ て 形 成 さ れ て お り 、 各 対 ３ １ ａ

̶ ３ ２ ａ 、 ３ １ ｂ ̶ ３ ２ ｂ に お い て そ れ ぞ れ 遮 光 発 生 信 号 が 発 生 し 得 る 。 こ れ に つ い て は

、 図 ６ 、 ７ を 用 い て 追 っ て さ ら に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 一 方 、 （ ｂ ） の 例 で は 、 一 つ の 発 光 部 ４ １ と 二 つ の 受 光 部 ４ ２ ａ 、 ４ ２ ｂ と か ら 受 発 光

部 ４ １ ２ が 構 成 さ れ て い る 。 つ ま り 受 発 光 部 ４ １ ２ は 、 一 つ の 発 光 部 ４ １ が 二 つ の 受 光 部

４ ２ ａ 、 ４ ２ ｂ に 対 す る 光 源 と し て 機 能 す る 。 本 例 も 、 発 光 部 ４ １ ̶ 受 光 部 ４ ２ ａ 、 発 光

部 ４ １ ̶ 受 光 部 ４ ２ ｂ 、 二 対 が 設 け ら れ て い る と 言 え る 。 発 光 部 ４ １ に は 、 い ず れ の 受 光

部 を 照 射 し 得 る 仕 様 の 光 源 を 用 い れ ば よ い 。 流 量 範 囲 の 限 界 の 逸 脱 を よ り 精 度 よ く 遮 光 発

生 信 号 と し て 検 知 す る に は 、 （ ａ ） の タ イ プ が 望 ま し い が 、 （ ｂ ） の タ イ プ も 本 発 明 か ら

は 除 外 さ れ な い 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 図 ５ は 、 図 ４ の （ ａ ） に 示 し た 構 成 例 を 用 い て 制 御 部 内 構 成 を 含 む 本 発 明 流 量 計 監 視 装

置 例 を 概 念 的 に 示 す 説 明 図 で あ る 。 図 示 す る よ う に 本 例 の 装 置 ３ １ ０ は 、 制 御 部 ３ ５ が 、

二 つ の 受 光 部 ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ に お け る 遮 光 発 生 の パ タ ー ン を 判 別 す る パ タ ー ン 判 別 部 ３ ６

と 、 こ れ に よ る 遮 光 発 生 の パ タ ー ン の 判 別 に 基 づ い て 表 示 部 ３ ８ の 動 作 制 御 を 行 な う 表 示

制 御 部 ３ ７ と を 備 え て い る 構 成 と す る こ と が で き る 。 本 例 装 置 ３ １ ０ は 、 受 発 光 部 ３ １ ２

に お い て 発 光 部 ̶ 受 光 部 が 二 対 以 上 設 け ら れ て い る 構 成 で あ る 。 な お 、 三 対 以 上 が 設 け ら

れ る 構 成 も 除 外 さ れ な い が 、 本 発 明 の 目 的 上 、 二 対 で 十 分 な 効 果 が 得 ら れ 、 三 対 以 上 と す

る 必 要 は な い 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 か か る 構 成 に よ り 本 例 装 置 ３ １ ０ で は 、 二 つ の 受 光 部 ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ そ れ ぞ れ に お け る

浮 子 ２ １ に よ る 遮 光 の 有 無 を 示 す パ タ ー ン 、 す な わ ち 遮 光 発 生 の パ タ ー ン が 、 制 御 部 ３ ５

の パ タ ー ン 判 別 部 ３ ６ に よ っ て 判 別 さ れ 、 表 示 制 御 部 ３ ７ で は 判 別 結 果 に 基 づ い て 表 示 部

３ ８ を 動 作 さ せ る か 否 か が 判 断 さ れ 、 表 示 部 ３ ８ の 動 作 の 制 御 が 実 行 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】
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　 図 ６ は 、 図 ５ に 示 す 流 量 計 監 視 装 置 に お け る 遮 光 発 生 の 状 態 を 概 念 的 に 示 す 説 明 図 で あ

る 。 図 中 （ ａ ） で は 、 浮 き 子 ２ １ が 下 段 の 発 光 部 ３ １ ａ ̶ 受 光 部 ３ ２ ａ 間 に 介 在 す る 位 置

に あ り 、 発 光 部 ３ １ ａ か ら 照 射 さ れ た 光 Ｌ ａ は 浮 き 子 ２ １ に よ っ て 遮 光 さ れ 、 受 光 部 ３ ２

ａ に は 受 光 さ れ ず 、 し た が っ て 遮 光 発 生 信 号 が 生 成 す る 状 態 で あ る 。 一 方 、 上 段 の 発 光 部

３ １ ｂ ̶ 受 光 部 ３ ２ ｂ 間 は 浮 き 子 ２ １ に よ る 遮 光 は 発 生 せ ず 光 Ｌ ｂ は 受 光 部 ３ ２ ｂ に 受 光

さ れ 、 し た が っ て 上 段 で は 、 遮 光 発 生 信 号 が 生 成 し な い 状 態 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 ま た 、 図 中 （ ｂ ） で は 、 浮 き 子 ２ １ が 上 段 の 発 光 部 ３ １ ｂ ̶ 受 光 部 ３ ２ ｂ 間 に 介 在 す る

位 置 に あ り 、 発 光 部 ３ １ ｂ か ら 照 射 さ れ た 光 Ｌ ｂ は 浮 き 子 ２ １ に よ っ て 遮 光 さ れ 、 受 光 部

３ ２ ｂ に は 受 光 さ れ ず 、 し た が っ て 遮 光 発 生 信 号 が 生 成 す る 状 態 で あ る 。 一 方 、 下 段 の 発

光 部 ３ １ ａ ̶ 受 光 部 ３ ２ ａ 間 は 浮 き 子 ２ １ に よ る 遮 光 は 発 生 せ ず 光 Ｌ ａ は 受 光 部 ３ ２ ａ に

受 光 さ れ 、 し た が っ て 下 段 で は 、 遮 光 発 生 信 号 が 生 成 し な い 状 態 で あ る 。 か か る 上 下 二 対

の 発 光 部 ̶ 受 光 部 に お け る 遮 光 発 生 の パ タ ー ン に よ り 、 表 示 制 御 部 ３ ７ に よ る 制 御 の 如 何

が 決 定 さ れ る が 、 次 に そ の 点 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 図 ７ は 、 遮 光 発 生 の パ タ ー ン 例 を 表 で 示 す 説 明 図 で あ る 。 （ ａ ） 、 （ ｂ ） い ず れ も 、 一

行 目 に 右 方 向 へ の 時 間 経 過 を Ｓ ｅ ｑ １ 、 ２ で 示 し 、 二 、 三 行 目 に 各 受 光 部 ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ

に お け る 遮 光 発 生 の 有 無 を 、 最 下 行 に 表 示 部 ３ ８ に お け る 表 示 の 有 無 を 示 す 。 （ ａ ） に 示

す よ う に 、 よ り 上 方 に あ る 受 光 部 ３ ２ ａ に お い て 遮 光 が 発 生 し 、 そ の 後 よ り 下 方 に あ る 受

光 部 ３ ２ ｂ に お い て 遮 光 が 発 生 す る と い う 順 序 の 遮 光 発 生 パ タ ー ン の 場 合 は 、 よ り 下 方 の

受 光 部 ３ ２ ｂ で の 遮 光 発 生 に 伴 い 、 そ の パ タ ー ン で あ る こ と が パ タ ー ン 判 別 部 ３ ６ で 判 別

さ れ 、 表 示 制 御 部 ３ ７ が 動 作 す る こ と を 経 て 、 表 示 部 ３ ８ に お け る 表 示 が な さ れ る 。 こ の

パ タ ー ン は 、 浮 き 子 ２ １ が 、 設 定 さ れ た 流 量 範 囲 内 か ら 範 囲 外 へ と 向 か っ て 動 く 際 に 発 生

す る 。 つ ま り 、 設 定 さ れ た 流 量 範 囲 外 へ と 流 量 が 変 化 す る 際 に 、 か か る 動 作 が な さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 一 方 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 よ り 下 方 に あ る 受 光 部 ３ ２ ｂ に お い て 遮 光 が 発 生 し 、 そ の

後 よ り 上 方 に あ る 受 光 部 ３ ２ ａ に お い て 遮 光 が 発 生 す る と い う 順 序 の 遮 光 発 生 パ タ ー ン の

場 合 は 、 そ の パ タ ー ン で あ る こ と が パ タ ー ン 判 別 部 ３ ６ で 判 別 さ れ 、 表 示 制 御 部 ３ ７ で の

処 理 を 経 て 、 表 示 部 ３ ８ に お け る 表 示 は な さ れ な い 。 こ の パ タ ー ン は 、 浮 き 子 ２ １ が 、 設

定 さ れ た 流 量 範 囲 外 か ら 範 囲 内 へ と 向 か っ て 動 く 際 に 発 生 す る 。 つ ま り 、 設 定 さ れ た 流 量

範 囲 内 方 向 へ と 流 量 が 変 化 す る 際 に は 、 か か る 動 作 が な さ れ る 。 こ の こ と に よ り 、 一 旦 限

界 を 逸 脱 し た 流 量 が 正 常 な 範 囲 に 戻 る 場 合 に は 表 示 部 ３ ８ に お け る 表 示 が な さ れ な い た め

、 流 量 異 常 発 生 と 誤 認 す る こ と が な い 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 す な わ ち 本 発 明 流 量 計 監 視 装 置 ３ １ ０ で は 、 パ タ ー ン 判 別 部 ３ ６ を 、 二 つ の 受 光 部 ３ ２

ａ 、 ３ ２ ｂ の う ち よ り 流 量 範 囲 内 に 近 い 一 方 に お け る 遮 光 が 発 生 し 、 そ の 後 他 方 に お け る

遮 光 が 発 生 し た 場 合 を 、 表 示 部 ３ ８ に お け る 警 報 表 示 の 必 要 な パ タ ー ン と 判 別 す る よ う に

形 成 さ れ た 構 成 と す る こ と が で き る 。 図 ６ で は 限 界 値 設 定 部 ３ ３ に よ っ て 流 量 上 限 を 設 定

し た 例 に よ り 説 明 し た が 、 こ れ は 流 量 下 限 を 設 定 し た 場 合 で も 同 様 で あ る 。 こ の よ う に 本

発 明 で は 、 あ る 時 点 に お け る 流 量 だ け で な く 、 流 量 の 経 時 変 化 も が 検 出 さ れ る こ と に よ っ

て 、 よ り 適 切 な 流 量 監 視 お よ び 逸 脱 し た 場 合 の 表 示 が な さ れ る 構 成 と す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 図 ８ は 、 限 界 値 設 定 部 が 二 つ 設 け ら れ た 本 発 明 流 量 計 監 視 装 置 の 構 成 を 概 念 的 に 示 す 説

明 図 で あ る 。 図 示 す る よ う に 本 流 量 計 監 視 装 置 ５ １ ０ は 、 以 上 説 明 し た 構 成 に 加 え て 、 流

量 範 囲 を 上 限 値 お よ び 下 限 値 に よ り 設 定 す る た め に 、 二 つ の 限 界 値 設 定 部 ５ ３ 、 ５ ４ を 設

け る 構 成 と す る こ と が で き る 。 な お 、 図 で は 各 限 界 値 設 定 部 ５ ３ 、 ５ ４ に 設 け ら れ る 受 発

光 部 ５ １ ２ Ｂ 、 ５ １ ２ Ｔ は 図 １ 同 様 に 示 さ れ て い る が 、 受 発 光 部 の 構 成 と し て は 既 に 説 明

し た い ず れ の 例 に よ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 か か る 構 成 に よ り 、 既 に 説 明 し た 限 界 値 設 定 部 に お け る 作 用 、 効 果 が 、 上 下 い ず れ の 限
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界 値 設 定 部 ５ ３ 、 ５ ４ に お い て も 得 ら れ る 。 酸 素 流 量 計 の よ う に 、 一 定 の 流 量 範 囲 に 対 し

て 過 大 で も 過 小 で も 不 都 合 が 生 じ る 流 量 計 を 監 視 す る 目 的 に は 、 限 界 値 設 定 部 を 上 下 限 い

ず れ に も セ ッ ト す る こ と の で き る 構 成 が よ い 。 後 述 す る 実 施 例 も 、 こ の タ イ プ で あ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 な お 、 二 つ の 限 界 値 設 定 部 を 備 え る 流 量 計 監 視 装 置 の 場 合 も 、 表 示 部 は 、 視 覚 表 示 、 聴

覚 表 示 、 ま た は そ の 双 方 に よ る 表 示 、 い ず れ の 方 式 で あ っ て も よ い こ と は 上 述 の 通 り で あ

る が 、 い ず れ の 方 式 で あ っ て も 、 上 限 値 を 超 え た 際 の 表 示 と 下 限 値 を 超 え た 際 の 表 示 が 区

別 し て な さ れ る 構 成 と す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 流 量 範 囲 の 上 限 、 下 限 い ず れ に お

い て 異 常 が 発 生 し た か を 瞬 時 に 識 別 す る こ と が で き 、 ケ ー ス に よ り 対 応 が 異 な る 場 合 、 そ

れ に 迅 速 に 対 応 す る こ と が で き る 。 た と え ば 赤 色 表 示 の 場 合 は 下 限 値 の 逸 脱 、 黄 色 表 示 の

場 合 は 上 限 値 の 逸 脱 と 設 定 す る 、 等 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 実 施 例 に 後 述 す る よ う に 、 本 発 明 流 量 計 監 視 装 置 は 、 限 界 値 設 定 部 、 制 御 部 、 お よ び 表

示 部 が 筐 体 を 備 え て 一 体 に 形 成 さ れ た 構 成 と す る こ と が で き る 。 一 体 構 成 と す る こ と で 使

用 性 、 商 品 性 を 高 め る こ と が で き る 。 ま た 、 仕 様 の 異 な る 二 以 上 の 流 量 計 に 対 し て 装 着 可

能 な 装 着 構 造 を 備 え た 構 成 と す る こ と も で き る 。 か か る 構 成 に よ れ ば 、 該 当 す る 市 販 の 二

以 上 の 流 量 計 に 対 し て 本 流 量 計 監 視 装 置 を 取 付 け る こ と が で き 、 汎 用 性 が 高 ま り 、 便 利 で

あ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 本 発 明 流 量 計 監 視 装 置 は 、 流 量 計 の 外 側 か ら 、 嵌 め 込 み 式 そ の 他 適 宜 の 取 付 け 方 式 に よ

っ て 取 付 け て 使 用 す る 。 一 方 、 流 量 計 の 仕 様 は 、 流 量 表 示 部 の 筐 体 形 状 を 初 め と し て 、 メ

ー カ ー の 相 違 等 に よ り 一 様 で は な い 。 二 以 上 の 仕 様 に も 対 応 可 能 な 装 着 構 造 を 備 え る こ と

は 、 既 存 の 流 量 計 に 取 付 け て 使 用 す る こ と を 前 提 と す る 本 発 明 に お い て 、 望 ま し い 構 成 で

あ る 。 な お 、 装 着 構 造 の 具 体 例 と し て は 、 流 量 計 と 本 装 置 の 間 に 嵌 装 す る ス ペ ー サ ー 、 流

量 計 と 本 装 置 の 間 に 嵌 装 す る 弾 性 を 有 す る ス ペ ー サ ー 等 を 用 い る こ と が で き る が 、 そ れ に

限 定 さ れ な い 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 な お 、 流 量 計 に 、 以 上 説 明 し た い ず れ か の 流 量 計 監 視 装 置 を 取 付 け 、 限 界 値 設 定 部 を 滑

動 さ せ て 、 所 望 の 管 上 位 置 に 固 定 す る こ と に よ り 行 な う 流 量 計 監 視 方 法 も ま た 、 本 発 明 の

範 囲 内 で あ る 。 流 量 計 に 本 装 置 を 固 定 し た 状 態 で 流 量 計 を 作 動 さ せ れ ば 、 後 は 、 設 定 さ れ

た 限 界 値 を 流 量 が 逸 脱 し た 場 合 に は 本 装 置 が そ の 旨 を 所 定 の 表 示 方 法 に よ り 表 示 す る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る が 、 本 発 明 が こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 な お 、

本 発 明 完 成 に 至 る 研 究 開 発 経 過 の 概 要 説 明 を も っ て 、 実 施 例 の 説 明 に 替 え る 。

〔 １ 〕 研 究 開 発 テ ー マ

新 し い セ ン サ を 搭 載 し た 各 酸 素 流 量 計 に 汎 用 性 の あ る 流 量 監 視 警 報 装 置 （ 酸 素 流 量 計 監 視

警 報 装 置 ） の 開 発

【 ０ ０ ４ ６ 】

〔 ２ 〕 開 発 装 置 の 概 要

　 流 量 計 内 の 浮 き 子 の 挙 動 を 監 視 す る セ ン サ を 開 発 し た 。

　 上 限 、 下 限 の い ず れ に も ２ つ ず つ （ 計 ４ 個 ） 発 光 部 と 受 光 部 の セ ン サ を 対 で 設 け た 限 界

値 設 定 部 を 設 け た 装 置 と し た 。 そ れ に よ り 、 万 が 一 、 上 限 値 と 下 限 値 の 間 で あ る 測 定 範 囲

（ 流 量 範 囲 ） 内 に 浮 き 子 が な い 状 態 で 監 視 を 開 始 し た と し て も 、 設 定 値 を 通 過 し 設 定 範 囲

内 に 浮 き 子 が 入 っ た 状 態 で は ア ラ ー ム を 作 動 さ せ ず 、 浮 き 子 が 設 定 値 範 囲 内 か ら 範 囲 外 へ

逸 脱 し た 時 の み ア ラ ー ム を 作 動 す る こ と と し た 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 す な わ ち 、 一 つ の 監 視 位 置 で 二 対 と す る こ と で 、 た と え ば 下 限 セ ン サ の 場 合 、 二 対 の う

ち 下 か ら 上 の 順 で 感 知 し た 際 は 設 定 範 囲 内 に 浮 き 子 が 入 っ た こ と を 示 す た め ア ラ ー ム を 作

動 さ せ ず 、 上 か ら 下 セ ン サ の 順 に 感 知 し た 場 合 に 範 囲 内 か ら 逸 脱 し た と 判 断 し 警 報 を 作 動
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す る シ ス テ ム と し た 。 ア ラ ー ム は 視 覚 表 示 お よ び 聴 覚 表 示 の 併 用 と し た 。 す な わ ち 、 流 量

が 異 常 の 場 合 に は 特 定 の 色 の 光 が 発 光 し た 。 具 体 的 に は 、 異 常 時 に は 赤 色 光 、 正 常 時 に は

緑 色 光 が 表 示 さ れ る よ う に し た 。 ま た 合 わ せ て 、 特 定 の 音 が 発 音 さ れ る 構 成 と し た 。 ま た

、 上 限 と 下 限 と で は 異 な る ブ ザ ー 音 を 用 い る こ と と し た 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 測 定 範 囲 の 設 定 は 、 上 下 の 各 限 界 値 設 定 部 を 流 量 計 の 管 上 の 任 意 位 置 に 移 動 さ せ て 固 定

す る こ と に よ り 行 な う 。 セ ン サ の 発 光 部 と 受 光 部 は ち ょ う ど 、 流 量 値 を 示 す 浮 き 子 が 内 蔵

さ れ た 管 を 挟 み 込 む 形 に な る 。 こ の よ う に し て 設 定 さ れ た 位 置 が 、 ア ラ ー ム 発 報 の 上 限 位

置 と 下 限 位 置 と な る 。 そ し て 、 受 光 部 で 発 光 部 の 信 号 （ 光 ） を 受 信 し て い る 状 態 を 流 量 が

正 常 な 状 態 と し 、 浮 き 子 が 各 測 定 範 囲 を 逸 脱 し て 、 受 光 部 に お け る 受 光 、 す な わ ち 発 光 部

か ら の 信 号 （ 光 ） ） が 遮 ら れ た 時 に 、 セ ン サ は 浮 き 子 を 通 過 し た と 認 識 し 、 警 報 を 作 動 さ

せ る 構 成 と し た 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 ま た 、 酸 素 流 量 計 の 中 で 特 に 市 場 シ ェ ア の 高 い ２ 台 を 調 査 に よ り 特 定 し 、 こ れ ら の 流 量

計 の い ず れ に も 取 付 け て 使 用 す る こ と の で き る 、 汎 用 性 の あ る 装 置 構 造 と し し た 。 具 体 的

に は 、 装 置 下 部 ２ 箇 所 に ボ タ ン で 操 作 す る プ ッ シ ュ 式 の 装 着 構 造 を 設 け た 。 両 ボ タ ン を 摘

む よ う に 押 す こ と で 、 流 量 計 が 挿 入 さ れ る 装 置 下 面 の 面 積 を 調 節 で き 、 ま た 、 バ ネ が 連 動

し て 流 量 計 の 管 を 挟 む よ う に 保 持 し 、 固 定 す る こ と が で き る 構 造 で あ る 。 な お 、 監 視 装 置

の 流 量 計 本 体 へ の 取 付 け は 、 装 置 本 体 下 面 側 か ら 流 量 計 に 被 せ る よ う に し て 行 な う 。 図 ９

、 １ ０ は 、 実 施 例 酸 素 流 量 計 監 視 装 置 の 筐 体 構 造 を 示 す 説 明 図 で あ り 、 前 者 は 前 蓋 を 外 し

た 状 態 、 後 者 は 前 蓋 を 填 め た 状 態 を 示 す 。 図 中 、 符 号 ６ ７ に よ り 本 例 の 装 着 構 造 を 示 す 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

〔 ３ 〕 開 発 装 置 の 評 価

　 図 ９ 、 １ ０ 、 １ １ は そ れ ぞ れ 、 実 施 例 酸 素 流 量 計 監 視 装 置 の 外 観 、 酸 素 流 量 計 へ の 取 付

け 状 態 、 ア ラ ー ム 発 報 状 態 を 示 す 写 真 図 で あ る 。 ま た 、 図 １ ２ 、 １ ３ 、 お よ び １ ４ は そ れ

ぞ れ 、 実 施 例 酸 素 流 量 計 監 視 装 置 の 制 御 回 路 図 、 浮 き 子 セ ン サ 回 路 図 、 お よ び 表 示 部 の 回

路 図 、 そ し て 図 １ ５ は 実 施 例 酸 素 流 量 計 監 視 装 置 の 外 観 の 正 六 面 図 で あ る 。 本 装 置 ６ １ ０

で は 、 セ ン サ を ２ 対 用 い る こ と に よ っ て 誤 作 動 を 無 く す こ と が で き た 。 ま た 、 上 限 値 と 下

限 値 の ア ラ ー ム 音 を 変 え る こ と で 浮 き 子 の 位 置 を 目 視 で 確 認 す る こ と な く 、 上 限 値 も し く

は 下 限 値 の ど ち ら か を 逸 脱 し た か を 容 易 に 判 断 す る こ と が で き た 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 ま た 、 本 装 置 ６ １ ０ は 、 上 述 の プ ッ シ ュ 式 装 着 構 造 を 用 い る こ と に よ り 、 酸 素 流 量 計 と

し て 特 に シ ェ ア の 高 い 下 記 ２ 機 種 い ず れ に も 、 問 題 な く 取 付 け る こ と が で き 、 使 用 す る こ

と が で き た 。

対 応 機 種

１ ． 小 池 メ デ ィ カ ル 　 セ フ テ ィ ー フ ロ ー

２ ． 新 鋭 工 業 　 酸 素 流 量 計 Ｎ ̶ １ ０ ２

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 本 発 明 の 流 量 計 監 視 装 置 お よ び 流 量 計 監 視 方 法 に よ れ ば 、 安 価 な 既 存 の 流 量 計 に 脱 着 可

能 に 簡 便 に 設 置 す る こ と が で き 、 流 量 計 の 流 量 を 監 視 し 、 か つ 流 量 が 設 定 範 囲 を 超 え る 危

険 な 場 合 に は そ の こ と を 表 示 、 警 報 す る こ と が で き る 。 そ れ に よ り 、 監 視 ・ 警 報 機 能 付 き

の 高 価 な 流 量 計 を 用 い る 必 要 が な い 。 し た が っ て 、 酸 素 流 量 測 定 用 を 初 め と す る 医 療 分 野

、 そ の 他 の 流 量 管 理 が 必 要 な 産 業 ・ 技 術 分 野 、 お よ び 関 連 す る 全 分 野 に お い て 、 産 業 上 利

用 性 が 高 い 発 明 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ５ ３ 】

１ 、 ３ １ ａ 、 ３ １ ｂ 、 ４ １ 、 ５ １ Ｂ 、 ５ １ Ｔ … 発 光 部

２ 、 ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ 、 ４ ２ ａ 、 ４ ２ ｂ 、 ５ ２ Ｂ 、 ５ ２ Ｔ … 受 光 部

３ 、 ３ ３ 、 ４ ３ 、 ５ ３ 、 ５ ４ 、 ６ ３ 、 ６ ４ … 限 界 値 設 定 部
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５ 、 ３ ５ 、 ５ ５ … 制 御 部

８ 、 ３ ８ 、 ５ ８ 、 ６ ８ … 表 示 部

１ ０ 、 ３ １ ０ 、 ４ １ ０ 、 ５ １ ０ 、 ６ １ ０ … 流 量 計 監 視 装 置

１ ２ 、 ３ １ ２ 、 ４ １ ２ 、 ５ １ ２ Ｔ 、 ５ １ ２ Ｂ … 受 発 光 部

２ ０ 、 ６ ２ ０ … 浮 き 子 式 流 量 計

２ １ … 浮 き 子

２ ３ … 流 量 計 の 管

３ ６ … パ タ ー ン 判 別 部

３ ７ … 表 示 制 御 部

６ ５ … 窓 部

６ ６ … 前 蓋

６ ７ … 装 着 構 造

６ ９ … 筐 体

Ｌ 、 Ｌ ａ 、 Ｌ ｂ … 発 光 部 か ら の 光 （ 照 射 ）

Ｓ … 滑 動

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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